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（7.04 T）を用いて神経損傷前および損傷後 2，4，6，8 週に坐骨神経を DTI で撮像した．得ら
れた画像から坐骨神経の fractional anisotropy（FA と略），λ||および λ⊥を算出し，経時的変化を
検討した．組織学的評価のために坐骨神経損傷前および損傷後 2，4，6，8 週に右坐骨神経を摘
出し，切片を作製して軸索数および髄鞘化軸索面積率を計測した．坐骨神経損傷前および損傷
後 2，4，6，8 週に toe-spreading index（TSI と略）を用いて運動機能を測定した． 
FA はコントロールと比して坐骨神経損傷後 2，4 週で有意に低下した．4 週以降は徐々に上





相関していた．TSI を用いた運動機能評価は神経損傷後 6 週以降に回復する傾向を示した．FA
は TSI と有意に相関していた． 
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